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第2四半期連結決算説明資料

2014年11月27日
オリジン電気株式会社

『世界に飛躍、New Origin！』
～そして技術再生と構造改革、100年企業を目指して～
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◇上期概要

売上高 ： 18,276百万円 （前年同四半期比 33.8%） 営業利益 ：1,605百万円 （前年同四半期比 -% ）

経常利益 ： 1,804百万円 （前年同四半期比 -% ） 四半期純利益 ：1,076百万円 （前年同四半期比 -% ）

※％表示は対前年同四半期比増減率。

営業利益、四半期純利益は前年同四半期がマイナスのため、経常利益は増減率が1,000％を超えるために非表示。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減が大きく、消費回復も鈍かった
ことから、ＧＤＰ速報値は2期連続マイナス成長となりました。
また海外経済は新興国の一部になお緩慢さを残しつつも、先進国を中心に回復の傾向が見られました。

このような中、当第2四半期連結累計期間の売上高は、主としてエレクトロニクス事業とメカトロニクス事業が前年同四半期比で
大幅な増収となり、売上高182億7千6百万円（前年同四半期比33.8％増）、営業利益16億5百万円（前年同四半期▲1億1千7百万円）、
経常利益18億4百万円（前年同四半期1千2百万円）、四半期純利益10億7千6百万円（前年同四半期▲4千3百万円）となりました。

◇下期重点施策
1.業容拡大に向けた事業活動の強化
2.新製品のタイムリーな市場投入
3.自前主義からの脱却、共創とシナジー効果、コラボレーションの発揮
4.具体的なグローバル活動の推進

◇15/3期連結業績予想

売上高 ： 34,500百万円 （前年同期比 11.3%） 営業利益 ： 2,400百万円 （前年同期比 179.1%）

経常利益 ： 2,600百万円 （前年同期比 145.4%） 当期純利益 ：1,450百万円 （前年同期比 200.1%）

◆ＰＯＩＮＴ◆

第2四半期連結累計期間
決算の概要

※％表示は対前期増減率。
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第2四半期連結累計期間

経営成績

・エレクトロニクス事業の電源機器及びメカトロニクス事業のＭＤＢと自動車部品用大型溶接機の販売が順調に推移した
ことから、前年同四半期比で大幅な増収増益となりました。

・四半期純利益は特別損失に本社及び本社工場移転等に伴う減損損失を計上したこと等から1,076百万円となりました。

◆ＰＯＩＮＴ◆

（単位：百万円）

15/3期
上期

14/3期
上期

主な要因

売上高 18,276 13,657
　　　　　　　　　     　エレクトロ　　　　　メカトロ　　　　 ケミトロ　　　 コンポーネント
                               4,303              3,804               5,277              4,892
前年同四半期比      47.9％増　　　　326.7％増　　　 4.8％減       　13.5％増

営業利益 1,605 ▲ 117

経常利益 1,804 12

四半期純利益又は
四半期純損失 1,076 ▲ 43 特別損失に本社及び本社工場移転等に伴う減損損失228を計上したことなどから、四半期純利益は1,076となりました。

1株当たり
四半期純利益 32.29 ▲ 1.29

（単位：円）

　　　　　　　　　　   　エレクトロ　　　　　メカトロ　　　　 ケミトロ　　　　コンポーネント　　　　調整額　　　　合計
　　　　　　　　　　 　　　　452                 805                601                  587            　  ▲840       　 1,605

エレクトロニクス事業の電源機器及びメカトロニクス事業のＭＤＢと自動車部品用大型溶接機の販売が順調に推移したことから、
営業利益は前年同四半期に比べ大幅に増加しました。営業外収益に為替差益152を計上したことなどにより経常利益1,804となりました。
※調整額は各事業に配分していない全社費用であります。
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電源機器（ｴﾚ）, 

23.5%
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（単位：百万円）

14/9/30 14/3/31 主な要因

流動資産 27,029 26,275 前期末比753増加：現金及び預金913増加、受取手形及び売掛金719増加、仕掛品693減少

固定資産 13,254 13,254 前期末比増減なし：投資有価証券543増加、建物及び構築物354減少

流動負債 11,273 11,091 前期末比181増加：その他の流動負債344増加、支払手形及び買掛金304減少

固定負債 6,726 8,123 前期末比１,396減少：退職給付に係る負債1,346減少

純資産 22,283 20,314

総資産 40,283 39,529

自己資本比率 49.7% 44.9%

9

第2四半期連結会計期間末
財政の状態

仕掛品は7億円減少しましたが、現金及び預金、受取手形及び
売掛金の16億円増加に伴い総資産は増加しました。

また、退職給付に係る負債の13億円の減少等により、
負債は減少しました。

純資産は利益剰余金の22億円の増加等により、増加しました。

◆ＰＯＩＮＴ◆
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第2四半期連結累計期間

キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）

15/3期
上期

14/3期
上期

主な要因

営業活動によるC/F 1,802 143
増加要因は税金等調整前当四半期純利益1,541、たな卸資産の減少額780
減少要因は売上債権の増加額733

投資活動によるC/F ▲ 570 ▲ 791 有形固定資産の取得による支出365

財務活動によるC/F ▲ 389 557 長期借入金の返済による支出265、配当金の支払額100

現金及び現金同等物の増減額(▲減少) 843 190

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,526 6,191

現金及び現金同等物の残高は6,526百万円となり
前年同四半期末比335百万円増加しました。

前連結会計年度末からは843百万円増加しました。

◆ＰＯＩＮＴ◆
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配当の状況

・取締役会において中間配当金3.50円の配当を決議しました。

・期末配当金についは予想を変更しておりません。これにより年間配当金は7.00円を予定しております。

◆ＰＯＩＮＴ◆

（単位：円）

15/3期
(期末と年間は予想)

14/3期

第2四半期末 3.50 3.00

期末 3.50 3.00

年間 7.00 6.00
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15/3期連結業績予想
（単位：百万円）

上期
通期（予想）

①
上期

通期
②

売上高 18,276 34,500 13,657 31,011 3,489

営業利益 1,605 2,400 ▲ 117 859 1,541

経常利益 1,804 2,600 12 1,059 1,541

当期純利益 1,076 1,450 ▲ 43 483 967

14/3期
通期増減
➀－②

15/3期

連結業績予想については、売上高34,500百万円、営業利益2,400百万円、経常利益2,600百万円、当期純利益1,450百万円へ
修正しています。

◆ＰＯＩＮＴ◆

（単位：百万円）

売　上　高 15/3期 上期 14/3期 上期 上期増減

エレクトロニクス事業部門 4,303 2,909 47.9%

メカトロニクス事業部門 3,804 891 326.7%

ケミトロニクス事業部門 5,277 5,545 ▲4.8%

コンポーネント事業部門 4,892 4,310 13.5%

合計 18,276 13,657 33.8%

../../../112期 中間/5.経営統括部/完成版/121122  経統データ.xls#業績予想コメント!B7
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